
「東アジア古典文献コーパスの研究」共同研究班報告

1 はじめに
2008年 4月から 2013年 3月にかけて、われわれは「東アジア古典文献コーパス
の研究」共同研究班 (班長: 安岡孝一)を組織し、漢文解析に向けたコーパスの研
究をおこなった。この共同研究班は、2008年 3月に終了した「漢字情報学の構築」
班 [1]での、白文自動「点」打ちプロジェクトでの知見を受け、漢文の自動解析に
特化しておこなわれた研究班である。

2 韻文の自動解析に向けて
漢文の自動解析に際し、先の「漢字情報学の構築」班の知見として、韻文と散
文では全く文章構造が異なっており、それぞれに異なるアプローチを要する [4]こ
とが、明らかになっていた。
韻文と散文の最大の違いは、もちろん、韻文が「韻」を踏んでいるという点で
ある。すなわち韻文は、八文字、十文字、十二文字、あるいは十四文字おきに脚
韻を踏む、という形が一般的であり、しかもその脚韻も『廣韻』等に基づいてい
る。このような条件から、白文の中から韻文を自動的に探し出して、文の単位で
切り出すこと自体は、ほぼ 100%の精度でおこなうことが可能となった [1]。
ただ、韻文では「韻」を優先するために、語順が崩壊してしまっており、一般的
な意味での形態素解析は難しいというのが、われわれの感触だった。少なくとも、
散文と同一の形態素解析手法は、韻文には適用できない。したがって、韻文の自
動解析においては、散文とは異なるアプローチが必要だという結論になったので
ある。
韻文の自動解析において、われわれは、対句構造に着目したアプローチを採る
ことにした。韻文の中でも、特に律詩は、頷聯 (第 3句と第 4句)および頸聯 (第 5

句と第 6句)が、それぞれ対句をなすのが基本である。これら対句の中に、韻文の
形態素解析のヒントとなる構造が隠されているのではないか、というのが、われ
われの目算だった。
例として、許渾『咸陽城東樓』の頷聯を見てみよう。第 3句の「溪雲初起日沈
閣」と、第 4句の「山雨欲來風滿樓」は、典型的な対句となっている。すなわち、
「溪雲」と「山雨」、「初起」と「欲來」、「日沈閣」と「風滿樓」が、それぞれに対
応しているといえる。この対句の文法構造を、試しに手作業で解析してみたとこ
ろ、次ページ図に示す通り、同一の構造となっていることがうかがえた。
律詩における対句の文法構造は、確かに互いに類似しているし、それが対句と
いうものを成立させていると考えられる。しかし、対句の文法構造を詳細に検討
してみると、必ずしも完全には一致しない、というのも、また現実だった。たと
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えば、上記の「日沈閣」と「風滿樓」は、いずれも同じ S-V-O構造をなしている
といえるが、「初起」と「欲來」は、それぞれ「初めて起こって」と「來たらんと
欲して」であり、構造が異なっているように見える。すなわち、韻文中の対句は、
文法構造の完全な一致があるわけではなく、やや緩い類似が見られるという程度
なのである。
これらの緩い類似を何とか解析すべく、文法構造に加えて、平仄や、日本語の
訓読み [5]に基づく方法を試したものの、本共同研究班では、韻文の自動解析の実
現には至らなかった。

3 散文の自動解析に向けて
散文の自動解析において、われわれは、MeCabというソフトウェアを用いること
にした [2]。MeCabはオープンソースの形態素解析エンジンで、言語、辞書、コー
パスに依存しない汎用的な設計がなされており、辞書とコーパスを準備すればい
かなる言語にも対応できる、というのが売りだった。ならば、漢文 (の散文)にも
MeCabを使用できるはずだ、というのが、われわれの直感だったが、われわれ以
前には誰もそれを試したことがなかった。
MeCabの辞書には 4階層の「品詞」が必要なことから、われわれは、日本語と
漢文を繋ぐ「構造」の一種である訓読に着目し、返り点を「品詞」に反映させる
ことを考えた。すなわち、訓読における返り点を、漢文の動賓構造を表している
ものとみなし、動詞類に「v」という「品詞」を、賓語に「n」という「品詞」を、
その他の語に「p」という「品詞」を、それぞれ、MeCab漢文辞書の「第 1階層の
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品詞」(以下「大品詞」と呼ぶ)として定めることにしたのである。次に「第 2階
層の品詞」(以下「品詞」と呼ぶ)だが、これは IPAの日本語辞書から、デッチあ
げてみることにした [3, 6]。「第 3階層の品詞」(以下「意味素性」と呼ぶ)と「第 4

階層の品詞」(以下「小素性」と呼ぶ)に関しては、初期段階では付与しないこと
にしてみた。
このMeCab漢文辞書 (IPA由来版)と、それに基づいて作った小規模なMeCab

漢文コーパスを用いて、高校教科書の漢文例や、三国志呉書列伝などの白文を、
MeCabで形態素解析してみた。そうしたところ、白文を単語に区切るという点に
関しては、かなり良好な結果が得られた。そこでわれわれは、例文入力グループ・
デジタル処理グループ・コーパス校訂グループ・品詞分類グループの 4グループ
からなる組織を、本共同研究班を母体として構成し、MeCab漢文コーパスの構築
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をおこなうこととした。具体的には、本共同研究班の班長を研究代表者とし、班
員全員を研究分担者として、2010年 4月から 3年間、科学研究費補助金基盤研究
(B) 22300087 『形態素解析のための品詞情報つき古典漢文コーパスの構築』の研
究助成を受けた。
例文入力グループがMeCab漢文コーパスを直接入力するのは、かなりの困難
が予想されたことから、デジタル処理グループは、専用ツールとして、XEmacs

CHISEをベースにしたコーパス入力ツールを開発した [7]。このツールは、白文を
入力すると、MeCabを用いた処理をその場でおこなって、その時点での形態素解
析の結果を出力する。結果に問題がなければ、そのまま漢文コーパスに反映し、も
し、結果に問題があれば、入力者が手作業で訂正をおこなって、やはり漢文コー
パスに反映する、というやり方で、MeCab漢文コーパスを効率的に構築できる環
境を整えた。

品詞分類グループは、コーパス校訂グループと共同で、MeCabによる漢文形態
素解析のための、新しい品詞体系を構築した [8]。この品詞体系では、大品詞を「n」
「v」「p」の 3種類とし、品詞を「名詞」「代名詞」「数詞」「動詞」「前置詞」「副詞」
「助動詞」「助詞」「感嘆詞」の 9種類として、従来の漢文文法等で見られた「形容
詞」を廃止したのが特徴である。これらに加え、43種類の意味素性と、80種類以
上の小素性を定義し、形態素解析の結果として得られる各単語を、意味の面から
も捉えやすいよう工夫した。また、この新しい品詞体系によるMeCab漢文辞書を
作成すると同時に、MeCab漢文コーパスにもフィードバックし、全体として新し
い品詞体系で、MeCabによる漢文の自動形態素解析がおこなえるようにした。
この形態素解析システムで、高校教科書の漢文例や、三国志呉書列伝などの白
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文を形態素解析してみたところ、まずまずの好結果が得られた。ほぼ全ての白文
を単語に切ることが可能となった上に、各単語の品詞もかなり正確に当てること
ができるようになったのである。

4 おわりに
本稿では、5年間に渡る「東アジア古典文献コーパスの研究」共同研究班の活動
について、駆け足でまとめた。漢文の自動解析に特化しておこなった共同研究で
あり、散文に対する形態素解析がかなり正確におこなえるようになった、という
のが最大の成果だと自負する。なお、本共同研究の記録および漢文コーパスは、
http://kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/~yasuoka/kyodokenkyu/archive2013.html

で公開中である。
一方、本共同研究の成果により、漢文に対する形態素解析の本質的限界も、同
時に明らかになってしまった。たとえば「天地左右」と「引置左右」では、同じ
「左右」という名詞でも、異なる意味素性を取りうるはずである。それが形態素解
析のレベルでは判らないのだ。すなわち、この例では、単純な接続確率では不十
分で、共起確率にまで踏み込まなければならない、ということを意味しているの
である。このような領域に踏み込んだ漢文解析の研究をおこなうべく、本共同研
究班の成果を踏まえ、2013年度より新たな共同研究班を発足する予定である。今
後の新たな共同研究班の成果にも、ぜひ期待されたい。
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